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全篇の総括並びに考按
　　緒論において述べたように，．著者はツベルク
リン反慮に；拾ける細胞性配慮を中心として，從來
の研究者の’報告について槍討し，その成績が一』致
を見なかった理由を探求し，緒論の末尾に：記した
点に留意して実験を行い，各・篇に述べたような結
論を得たのである。
　　著者が細胞性反回を：†白痴する上に用い〕た皮一．ド
糺織仲展法は，細胞反慮の研究としては天野1），
新保2）等の滲川炎症における研究成績に見るよう
に多くの利点を有してOS・　1），著者もこの方法によ
りかなり決定的なものと信ずる成績を得ることが
川來た。しかしその実施に当ってぱ，海狼を実瞼
動物としたために：和当の黙練を必．要とし，また当
敏窒の山lil：r：s・／もいっているように，方法そのもの
に内在する欠点に注意する必要がある。
　　さて以’ド著者の得た実験成績について考按す
ると
　　　　1）　ツベルクリン反慮の細胞性
　　　　　　　　反慮に：ついて
　　第1篇，第3篇の結論に見るように，いすれ
1）天野：血液学の基礎，上巻（1948）．
2）新保；新臨床，3（194S）；医療，3（1949）．
3）lll崎：札医大紀要，1，13（1950）．
4）　Dienes　＆　Malloy　：　Am．　J．　Pathol，，　8，　6S9　（193L’）．
のツベルクリンを使月∫しても，初期白血球に次い
で軍球の遊出がこれに続くという新保の滲出炎の
基本型式から完全に逸11了した反慮を見ることがで
きなかった。この点でDienes＆Mallory4）の成績
はFollis5　）と共に否定せ・ざるを：得なV・。　Dienes等
がその愼重な実験にも拘らす，誤った結論を得）な
ことほ皮膚紅織の固定切片標本による細胞学的研
究の欠陥から導き出されたのでぽあるまいか。．
　　すでに結核病理剰i．織学の研究において，竹内（j）
．は紐織内に滲出した多形核白血球と箪核円形細刀触
の判断は，オキシダーゼ反慮を1旭｛用するのでなけ
れば往々．ﾉして困難である旨を張調している。特
に皮膚の切片標本による研究では，膨化した結合
織内に遊出した細胞の鑑別が，普通染色で1ま不’U∫
能なことが多いことは・’k　K一の実験からも察せられ
るところである。
　　しかしながらツベルクリン反慮の細胞性反1也；
が，総休的に見るときは，箪球性の性格が張いこ
とは第1篇，第3篇の成績に明らかな通りで，新
保雪）の成績と一致するところであり，例外的に初
期白血球滲出に1先1ウニって軍書の遊出を見た例（50
倍BCGツベルziリン例及びPPD，　fir虻dose例）
5）　F’oliis　：　Pinney，　Pulmonary　Tubereulosis　in　the　Adult
　（1947）による。
6）　イう『「勺：　臨詫川ミ医～」を，29，　21　（昭16）．
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のあることもこのごとを物語っている。著者のア
ルツス現象における成績ではかかる例外を・途に見
得なかったことも，飛球性性格がツベルクリン反
歩の細胞性反響における特徴を示すことを裏書し
ている。
　　．夏に後にも燭れるように，これがツベルクリ
ンの物理化学的性状に：帰し・1号なV・ことは，ツベル
クリンによるノルメルギ一反慮およびアルツス現
象が，アルブミン，ペプトン等のそれと同様にド1
．illl．球性であることから明らかである。
　　初期翠球神慮自門については，今のところそ
の動物の休質によるといって’置く以外に説明しよ
うがない。
　　しかしここで注意しなければならない点は彙
的な関係であって，これに関しては新保2）が滲出
炎の細胞性反慮で指摘して．いるところであるが，
；ww“のツベル．タリン反慮における実験成績からも，
その重要ll生は明らかである。すなわちいすれのツ
ベルクリンにおいても，その用量が粋なるときは
初期白血L球反憾ば軽度でかつ㌧し期に減．退し．，箪球
の滲川が早く始まる。逆に：ヲく：量のときは白血球反
慮が強くかつ遷延し，箪球反慮もこれにつれて後
れる。』
　　すなわち激しいツベルクリン衆慮では．前L管に
対ナる侵襲が大きく，血管は附く反慮してド価し球
の高度の滲出を見るものと考えられる。このこと
ぽSabin7）等による結核r菌体より抽出した『phosphaご
tide　A－3の蝉吟勢州にも見られるところで，　Sabin
等のツベルクリン蛋白による実験，Page18），武田9），
新保，小野江1の等の実験においては，結核アレル
ギー家兎に類上皮細胞形成が1｝脚1に見られるにも
絢らす，Sabill等の例では’その月』最が凡て大なる
ために，結核家兎のphosphatide　A－3に対する白
㎞．球帯慮が強く，かえって対照例より寧球～類．k
皮紬胞即断が抑えられてV・ると看るべき事実があ
る。更に量的関係はツベルクリン反慮の野球性反
町の発生に重要な関係があると考えるが，・これに
つV・てはツベルクリン反慮とアルツス現象の比較
考察の項で述べる。
　　次ぎにツベルクリンの各例による反回に関し
て『考察すると，第1篇のOTとSTによる反当の
此較が端的に示しているように，非特異・的野入物
が除かれたものほど初期r仙．球畠1［k反慮が弱V・。こ
れは例えばペプトンに対する正常家兎の反慮が自
珀L’球性であることから当然うなつかれるところで
ある。　しかしながらSTと，これから取憎したツ
ベルクリンの活性因チと日されるツベルクリン蛋
ド1領分との比較となると，前者には複雑な因子の
介入が考えられる。すなわち第4篇に見るように：
ツベルクリン中の各脂質溜分1よ，しばし．ば顯著な
箪球反訴を惹き起すからである。もっとも実験に
使用し．たST量を考えると，その中に含まれてい
る微量な脂質劃分．が，それほど大きな役割を果す
ものとも考えられないが，各劃分が：金休として組
合わされて，反慮に照ると考’えると一概に考慮か
ら除くことは出來ない。
　　ツベルクリン蛋白手分による反慮は前蓮；のご
とく，初期反慮はどこまでも白拍L球性であるが，
総体としては跡押性の性格が弛1い。　Seibertの
Standard　PPD　first　dose　lダ1にお・いて，　きわめて初
寒IDこ1嘩∫求ll生母臆｛力粘↓られたことは，　second　doseに
よる初期反慮がかなり強い「PlllL球性のものであっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　コたことから，むしろ例外であると考’えるべきであ
ろう。1著者の得た蛋白劃分は，その窒素量からみ
ると未だ精製が不充分であるど考えられるが，こ
れによる反慮をツベルクリン活生際fによる寸断
とみてます弟支えないものと考える。
　　最後にこの蛋白阿分による後期堕罪1について
考察すると，　ツベルグリン反慮実施後48時聞頃
から箪球が組織像を丈配するに至ることは，すべ
ての研究掻の一致するところである。この箪球が
分化L．て類土皮細胞1こ移行L．，更に結核結節類似
の描1造を形成するかどうかは，燐脂質劃分にお隔け
る著仔の成績とi司様に，後期細胞性反しUt，2の中心課
題をなす問題であるが，これに関しては，古くか
ら無数といっても良い程の研究がなされ，しかも
7）　Sabin：　J．　Exp．　Med．，　58　〈IS3（｝）；　56，　S67（1932）；　S8，
　641　（193S）r
S）　Pa．orel：　li’ortschni’tte　d，　AIIergielere．　New　York
　（丘939）．
・CJ）武田ニアレルギー．序…詫（昭24）．
10）　ノJL！Il・i11二　楽琉｝1酩｝「イく，　1　（2），　40　（】947）．
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多数の相反する結llli茜がだされている。実験的結核
結節を椙1成する類上皮細胞が耶∫求起瀕のものであ
ることはSabin7），新保，塚川11）の研究からも明ら
かで，1．かもその類上皮細胞は超生涯染色像にお
いてSabin等や’ノ〈野，塚川の誕くごとき特定の性
格を有することも確実なように思われる。そし宅
一・禔Cこの特定の性格を有する細胞が，．著者の蛋
白劃分および燐脂質劃分に対する反慮とt．、て結’核
海狸，後者では健常海狭にも．見られ：たことは，一・
慮SablnあるいはRouletir）等の詮を肯定する事実
のように見え．る。また燐脂質劃分において1著者の
実瞼では結節’様梢i造が認められす，　Sabin等の成
績と相異することは，第4篇に喜べたごとく亀と
して用量の差によるものと考えられる。結樗結節
の成因については武「r19），小野江lo，〉等の論のごと
く，Sabin等の使川宮は止り1こも莫大で，彼等の
実意から謹聴の結節の成因を類才f［：することは危瞼
なことであろう。類上皮細胞そのものについても，
替拍よWitte－peptoneのごとぎ非特異的な物質に
よって類上皮細胞が形成せられることを槻察して
いる（第5篇参照）。森13♪の座論な研究においても，
起生休染色所見を欠くが，種々なる非特異的物質
による形式を報じている。　またSabin7）等ド1・身の
研究でも，蛋白劃分により結核動物にのみ類」波
細胞の形成を見ていることは，生体の反慮性が重
要な因子として介在することを物語るものではな
かろうかt，
　　　　2）　ツベルクリン皮内反慮並びに
　　　　　　　角膜反転について
　　ツベルクリン皮内1叉慮はツ・・’ルクリン蛋r糖
分によって実施したが，そのもっとも注「1すべぎ
所見は，細胞性反慮の非常に軽度なことであったb
このことは第1篇の緒論に述べた，從來の動物実
験によるツベルクリン反慮の研究者等の成績と著
し．く異なる点であって，む．しろ岡等の入体におけ
る実瞼に：類似している。
　　この原因の一・つは，OT等によるツベルクリ
ン反慮では，動物実験では高濃度のものを使用し
勝ちで，そのため細胞性反証が強くかつ二次的作
川が：川わり，さらに高濃度に使川すれば非特異的
物質による影響が大となるためであると考えられ
る。これに反し気休における実験では低濃度のも
のを使用するため，比較的純血なツベルクリン反
慮を掴んだことになるのであろう。
　　皮内反慮における組織像の中心をなすのは初
期の充血．，水腫，次第に現われる膠原線維の膨化，
更に血管系の変化で，岡14），．馬杉15），イ∫鯉〔i）等の
所見と杢く一・致するものであった。表皮，面皮の
退：行性病変も，軽・度ではあるが認めることができ
た。しかしこの退行性病変が一次性のものである
か，血．管性反心による二次性のものであるかは，
この成績からだけでは判断は困難であって，この
問題を解決せんとし．て著者ぽ角膜反慮を実施した
のである。
　　角膜反屈を皮内反慮のように経時的に観察で
きなかったのは・遺：憾であるが，24時比例に：おいて
li月らかに，．1・：皮の変性恋死と角膜lll心部に小鰭瘍
ともいうべき白血球集を認めたことぽ，ツベルク
リン自体によって角膜実質に退行性変化を寵した
と見撤すべき所見で，このことから考えると，皮
内反慮の退行性病変もある仕度ツベルクリン自体
による作用とみるべきであろう。
　　皮内反慮の細胞性反1感そのものについては，
前に述べたごとく初期ぽ白血球性で，呈1五球性の性
格が強いが，ただ一樺者の実験では退1行性病変が軽
度であったため，馬杉li）），　Dienes4）等の認めた分
界反面としての白血球性反懸が弱く，ために谷々
細胞性反慮が貧し．くなったことを指摘して置きた
い。
　　　　3＞　ツベルクリン反慮とアルツス
　　　　　　　　現象について
　　ツベルクリン反慮とアルツス現象に一定の差
異のあることは，　緒論の胃頭に掲げたZinSseri7）
の所詮からll月らかで，かつ多激の人の認めるとこ
ろとなっている。しかし．‘奉質的な異同論となると
説はまちまちであって，Zinsser，　AronsonigL’，　Selteri9・）
ll）塚田：結核，26，5，65，107（昭26）．
12）．Roulet：　Virch．　Arch．，　294，　262　（19．　35）：
］3）　森：系，！「イ亥，16（lll｛13）．
14）岡；11医新報，836竪，3229（昭13），
15）馬形：結核の病理とアレルギー（1946）．
16）　コ有’馬：　1－1罪：i会冒志，36（1～6），（【1｝｛22）．
17）　Zinsser：　」．　Exp．　Med．，　44　（1926＞．
IS）　Arong．　on：　Am．　J．　Pathol．，　6，　5S7　〈1930），
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を始め，犬野1ノを含めて両＃i’の異を称えるものと，
Kallos　u．　Kallos－Deffner20），馬杉等を：代、長者とする
同を称えるものが対立している。そしてこの両者
は深くアレルギeの本質論と絡み合って，アレル
ギー学詮の潮流とともに，あるV・ぽ右に，あるい
は左に傾いて留まるところを知らないように見え
る。
　　著．者がこの仙翁上の問題に深入りすることば
ところを得ないことでもあるし，また無川なこと
でもあろう。そこでこの問題に関してば，緒論に：
おいて蓮べたようic，著：κが．詰れるのは組織学II勺
問題に限りたい。
　　　　　　a）細胞性反慮について
　　胃頭に述べたように，著者ρ成績ではDienes
＆Mallory4），さらに天野1の追試による成績に反
して，初期箪球性反立は需慰め難かった。
　　これぽFollis汚），最近のAngevine＆Seastone艶1
の成績ど・致するものであって，実験．方’法の吟味
からも著者の成績は一・慮決定的な結論とf，㌃ぜられ
る。また一・方新保2）の成績と一・・致し．て，総心的に
見るときは箪球性の性格の張いことがアルツス現
敦の細胞性反慮とかなり；恥しい祁異点となってい
る。そこでますこの畢球の遊川について’考虜｛して
みる。
　　軍球が滲出する乱曲とL．て次のような場合が
考えられる。
　　i．蹴i球にchem　ota，　ct｛c　t’こ｛動く物質がある揚
　　　　合。
　　ii．　pHの移動による場合。
　　iii，割合・に温和な刺戟が｛動く場合。
　　iv。個体の軍球が異常に活性な場合。
　　i）についてぽ新保，塚m勤の実瞼が示すご
とく，乳酸のビとき物質があげられる。ただし．こ
の．鼾№ﾉも濃度が大きく關亡し，低濃度でば箪球
性であるが，高濃度では白州L球性となることに注
意しなければならなV・。．また他の低級脂酸にかよ
うな作用がなく，乳酸のみがその作用をイ∫し，し
札幌医誌1，952
　　　　　．
かも孚L酸が生ユWl秘こ面内に二普段：に作られる物質で
あることは興味が深い。もっとも乳酸がド1血．球に
陰性のchemotacticに：｛動くとも考えられる。　しか
しいすA’Ll一しせよ，これ．がツベルクリン反魂に直接
関係するとは考え難い。
　　ii）pHに関してはMenkin23）が初期炎：症にお
いてぽ炎症災はアルカリ側で，この時は白．rfll．球が
滲出し，後期になって酸側に移動するも忠心細胞
の滲出を見るとV・つているが，著者の実験からこ
れを批判することができないのは遺憾である。
　　iii）』般に炎症が初期を：過ぎると白．匡rL球に代
って耶球が登場することは，炎：症性刺戟がある程
度初期面詰で稀釈処理されて淵．和なものとなった
時に蹴球性反面力：現われるとも解釈することがで
きる。このことを裏書する事実としてぽ，初期に
おいても炎症周辺部の伯L管1こしばしば血球の滲出
を見ることがあげられる。もしこの仮定が事実と
すれば，ツベルクリン反慮が遽延性反歯であると
い’､こと，すなわち徐々に起って永続する≒いう
こと自体が二藍慮の箪球’r［三牲格を決定づけること
となる。また多くの脂質による細胞性反慮が箪球
性の性格が弧いというこ≒も，脂質の舌面内感1｝文
が緩漫で，したがって遷延性の反慮を起すという
ことに帰し．得る。ざらに孚L酸による反面も，それ
が生理的に常時形成される物質であるため，伯L管
系tc対して温利な刺戟としてしか働き得ないため
と解することが可能である。
　　以上のごとく解釈すると，ツベルクリン反慮
の箪球性性格は木質的な特徴ではなく，その遷延
性反言であるということρ結果として考えられる
ことになる。
　　iv）結核動物にお・ける眉｛球が，ただ特異的刺
戟（結核菌ないしその熊物）に対してだけでなく，
非特異的刺戟（炭末などの）にも活性であることは
Lurie24）の実験によって知られるところである。
小野江25）はこれを抗体を担った細胞のづト特異的活
性と解釈しfcが，　Landsteiner26）等の糸11核動物の細
19）　Selter：D．M．W．，　365　（1941）．
20＞　Kallos　u．　Kallos－Deff’ner　：　Ergebn．　Hyg．，　17，　76（1935）．
21）　Angevine　＆　Seastone：　Am．　」．　Pathol．，　26，　1011
　〈1950）．
22）新保・塚田二H病会誌，37（昭23），
23）　Menkin：　J．　Exp．　Med．，　53，　171　（1931）．
24）　Lurie：　J．　Exp．　Med．，　69，　o’79　（1939）．
25） ノ1、IJ1f”ill＝新臣鋸IIイ〈，2，7S　（1947）．
26＞　Landsteniner：　Bergstrand　＆　Hilqing；　Brit．　Med．
　J．　89　（1950）．
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胞移入によるツベルクリンアレルギーの受動感作
の成功と思い合せると興昧ある事実である。この
ことがツベルクリン反慮の細胞性反慮にある麗度
の役割を演じてV・ることは想像に難くない。また
ペプトンによる非特異的確慮が，かなり耳t球性の・
性格をもつてV・たことによっても，このことは裏
書’きされる。さらに初期軍球性反癒を示す個体が
稀にみられることは，先天的に活性な箪球をイ∫す
る個体の存在を推：定させる。
　　以上ツベルクリン反慮の箪球性性格につLaて
考按したが，著者は前記のi｛i）およびiv），特にiiり
の遷延性反響であるということが，もっとも大き
な因子ではないかと考える。しかしながらこれを
結論ずるには著者の実験成績からは不可能で，さ
らに他の研究に倹つべきものであろう。
　　　　　　　b）絹綴像について
　　さきに述べたごとく，ツベルクリン．反憾の組
織像は眞皮，皮下の充血，浮腫，膠原線維の膨化
ブイプリン．血栓等を主要な変化とし，特に膠原線
維の膨化は鍍銀法によって明瞭に認められるとこ
ろである。
　　以上の変化は岡鞠，蛎杉15）の所見とも一・致す
るものであり，馬杉が無くごとく，アルツス現象，
の紅織像とほとんど区別することができない。ま
たZinsseri7），　Pinner26）等の主張するツベルクリン
反慮における・退行性病変も，前述のように一次的
のものか，二次的のものかの制断が容易でない。
しかし角膜反慮にお～rては，この変化が一一・；fc性の
ものであることが明瞭で，Holley！s），　Rich等の成
績に一・致するものである。
　　RichLs）等はツベルクリン反慮とアルツス現錬
の差を角膜反慮に求め，前．者では組織の変性が見
られるのに反し，後．者では対照IE常動物同様ほと
んど何等の変化も認められないところがら，アル．
ツス現象が血管反訴を主休とし，血管のないとこ　恥
ろでは反慮が起らなV・のに反し，ツベルクリンは
結核動物の紅織細胞を直接障碍するとしている。
このことはAronson30）の組織培養による成績訟よ
27）　Prinner：　Pulmonary　Tubereuolgis　in　the　Adult
　　（1947）．
2S）　Holley：Am．　J．　Patbol．，　11　（1935）．
29）　Rich　：　Bergstrand　＆Hilding　；　Brit，　Med．　」，，89（1950）．
びその後のSe｛bert3りの追il∫℃と一一・：致ナる所．見であ
る。
　　しかしながらツベルクリン風患の組織病変が
大部分涌匹雌性炎症として成立することは，紐図像
の槍討から否定し得ないものと考えられる。すな
わち両者ともにその成立にあたって，．血．管系に対
するおなじような侵襲が結果され，＝・方その障砕
作用の下り方が両．者の岡で和異し，そのために一
方は迅速性反慮となり，他方は遷延性反慮となる
とも推定されるが，この辺は現段階ではまったく
の假説に過ぎない。
　　最後に一言しなければならないのは，ツベル
クリン反響に：は，木質的にツベルクリン蛋白に：対
するアルツス現象がかさなっているということで
ある。ツベルクリン自休もi教室の森川3L7）の実験が
示すようにある程度の感作原性を有し，ツベルク
リンによるアルツス現象が陽性となる。し．たがっ
て結核菌感染によってツベルクリン蛋白アレルギ
ーが成立することは見易いことである，特に動物
結核ではがなり高度にツベルクリンに対する沈降
素の出現を．見ることも注意されねばならなV・。ま
たツベルクリンによるアルツス現象は，第5編で
述べたごとくに白」血球性であるが，これがある程
度ツベルクリン反感を修飾することは当然考えら
れるところである。
　　以上全篇における絡括考按を述べたが，結論
として次の事項があげられる。
結　　論
　　皮下組織伸展’法を用いてツベルクリン知慮と
ツベルクリン中の各成分に：よる細胞性反慮を，そ
の初期像を中心として観察し，併せて皮内反慮お・
よび角膜反慮における組織像を槍索し，さらに非
特異性反慮およびツベルクリンによるアルツス現
象の際の細胞性反慮とを比較槍怪した。
　　1）ツベルクリン反慮の初期，＄ili胞性反慮はr’i
血球性のものであって，後期には箪球性反慮力：優
勢になって來る。しかもこの両反慮の移行に関し
30）Aronson： m．工PathoL，6，5S7（1936）．
31）　Seibert　＆　Dufour　：　m　Rev．　Tbc．，　58，　363　（194S）．
32）森川：札医紀要．2，227（1951）．
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てはツベルクリンの量的関係に左右される。
　　　　2）　ツベルクリン反慮の細胞性1．幻1畠｛ぽ．総体的
に見て，箪球性の性格力蝋く，アルツス現象と．著
明な粗違が認められるが，これはツベルクリン
反腱．泊体の遷延性であることによって詮明され
る。，1一一かしツベルクリン反1憲が何故遷延イ4…に：なる
かということぽ，今後の解明に待つよりないであ
ろう、、
　　　　3）　この翠球性反慮はツベルクリンを純化し
たものほど弧い。　　　　　　　　　　　　’
　　　　4）皮内反臆｛における組織変化は，その主体
をなすものは血管性反慮であって，アルツス現象
のそれと一致するが，しかし・同時に！Llられる表
皮，眞皮の退．行性変化ば角膜．反慮の．所見からも，
少なくもその一・部ぽ一．・次．性のものと考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27．2・”i受付）
Summary
　　　　C・U・lar　reactibns　ca．used　by　tuberc・11n，　vari・us　t・berculln　f・acti・・s　and　vari・us　n・n－specifi・
stimuli　were　studied　in　t曲erculous　animals．　The　reactions　were　then　compared　with　those　ill
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロthe　Arthus　phenomenα｝caused　by加berculin　in　aηimals　previously　sensitized　wlth　tuberculin．
　　　At　an　e．ar1．y　stage　tuberculin　react｛ons　were　e、・idently　l．eukocytic，1ater　monocytic　reactions
were　domin段nt．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　Apparently　this　process　of　the　celhllar　reactions　is　related　to　the　quantity　of　tuberculill
injec亡ed・　　　　　1　　，
In　general　the　cellular　response，　in　tuberculin　react．ions　sN・as　of　a　monocytic　type，　while　that　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Arthus　phenomenon、vas．　Ieukocytic．，　The　difference　between　them　seemed亡。　be　dしie　to　the
fact　that　the　tuberculin　showed　a’reac．tion　of　a　dela｝℃d　type．　．These　monocytic　reactions、：、・e．re
more　intense　when．，purified　tuberculin　was　used．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　The　histological　changes　in　the　intracutaneous　tuberculin　reaction　were　fulldamentally　due
to　the　vascular　reacti．on，　and　were　somewhat　s｛milar　to　those　in　the　Arthus　phenomenon，　but　at
least　a　part　of　the　regressive　changes　of　thc　epidermis　and　the　cutis，　Which　were　simultaneous】y
observed，　seemed　to　be　primary、、・hen　co．n＄idered　from　the　findtngs　on　the　intracorneal　reactions，
?
?
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